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1.は じめ に

我々は先行研究をベースに、子 どもの死の概念発達 と生活体験について研究に取 り組 ん

で きた。その結果、身 近 な人やペ ッ トとの死別体験、葬式 ・お通夜 ・お墓参 りといったセ

レモニーへの参加 は、10年 前 と比較 して減少 していなかった。 日常生活 を通 して、家族 と

死について話す ことは少 なく、なるべ く話 した くない と思っている生徒が全体 の6割 であ

った。研究を通 して、以下の課題が明 らか となった。

1)死 をタブー視 し、子 どもとの会話 を避けている 「大人社会」の存在

2)死 について学ぶ社会 を構築 してい く必要性

3)死 別体験 をどのような 「体験」 として行動 シェマ(ピ ァジェの認知発達)に とり込

んでいるかに関する 「質的研究」の必要性

以上の3点 である。子 どもを取 り巻 く現代社会は、テレビや ビデオを通 したバーチ ャル

な死 との出会いが、死の実体験 より先行 して子 どもの 日常生活 に入 り込 んでい る。 この よ

うな社会環境の中で育つ子 どもが、 どの ような 「死の概念」、ひいては 「生命の大切 さ」

を体得 してい くのか、大 きな関心 をもって研究に取 り組んで きた。

アメリカではすで に死への準備教育が幼児 ・小学校教育で実施 されている。 日本 におい

てもDeathEducationの 必要性が認識 されつつある。

II.研 究経過 と問題の所在

凶悪犯罪の低年齢化 といった社会問題 と相侯って、小学生か ら中学生へ と学年が上がる

につれ 「人間は死 んで も生 き返 る」 と死を可逆的に捉 える、あるいは 「わか らない」 と答

える生徒が増加傾向 を示 した。死の概念発達 ・死の理解 に変化 ・混乱が生 じていることが、

先行研究の結果か ら示唆 された。そのため平成17年 度 一18年 度はさらに協力校 を開拓 し、

これまでのDeath-Educationに 対話 を取 り入れ方略の充実 を図ること、死 を可逆的にとら

える傾向 とその背景の検討 を目標 とし、研究の継続 を決めた。

しか し、小中学生 による凶悪犯罪が続 くとい った社会問題化す る中、Death-Education

の実施に向かって準備 をすすめて も、引 き受けて くだ さる実施協力校がなかなか得 られず

時間を要 した。そんな中、小学生 によって引 き起 こされる凶悪犯罪、さらに凶悪犯罪の低

年齢化が、社会 を震かんさせた。小学校高学年か ら中学生で増加傾 向がみ られる 「生 き返

り」を信 じるかに見 られる子 ども達に、社会の注 目と関心が向け られた。

そこで17年 度は特 に中学生に着 目、 「死の不可逆性」の理解 と影響要因について、過去

の研究データを含め分析 を行なった。その結果、Death-Educationを 通 して命の大切 さを

再発見するとともに、個 としての命の存在か ら他者 との関係性、 さらに命の複雑 さへ と広
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が りが確認 された。 この時期 は、 自分 は何のために生 きているのか、生 きるとは … 、

人間とは ・・等々、人間存在 に関する根源的な問いに対 して自問自答する 「第2の 誕生期」

と言われる時期である。

これ らの問いに自分 な りの答 えが見 出せず、反対 に死の概念発達 において 「混乱」 をき

た している小学校高学年か ら中学生の姿が推測 された。

18年 度は引 き続 き死の不可逆性 に着 目しつつ、小学1年 生か ら中学生 にDeath-Education

を実施 ・評価するとともに、Death-Education実 施後 に生徒 と直接感想 を語 った り死 につ

いて語 り合 う機会 を持 ち、その機会 を推進 させ てい きたいと考えた。

18言 画 虜正:

1)Death-Education実 施 は小学校6年 生 を対象 に行なう。

2)教 材は、難治性の心臓疾患 と闘いなが ら、大好 きな学校へ死 の間際 まで登校 し友達

との生活を生 きた、同年代の小学6年 生の ドキュメンタリー番組である。

3)ド キュメンタリーを見 た後、「命 について」 「生 きること」について、今思 うことを

レポー トに記載 し、提 出す る。

4)そ の後、同年代の子 どもの死 因の第2位 が 自殺、生 きた くて も生 きられないで死ん

でい く同年代の姿 をみて、「命 について」 「生 きること」について、フリーデ ィスカ

ッションの機会 をつ くる。

・生徒主体に進行可能か(円 滑 にデ ィスカ ッシ ョンに入れるよう、テーマを提示 し

導入を図る)。

・ビデオあるいは録音が可能か(録 音可で、各 クラスにデ ッキを1台 よういす る)

5)同 年代 に生 き返 りを信 じる友がいるが、皆 さんはどの ように思い ますか?

平成18年 秋 にな りS市 のA小 学校 か ら協 力 の意 向が得 られ、 ようや く本格 的 な

Death-Educationに 着手で きた。A小 学校 は6学 年 を対象 に、単元 「いのちの授業」(計36

時間)を 独 自に展開、いのちの大切 さ ・Death-Educationに 取 り組み始めている学校であ

る。単元は9テ ーマか ら構成されている(表1-1・ 表1-2)。 打ち合わせの結果、私達 は8

番 目のテーマ:「 死」 は 「生 きる」 ことを考えること、の時間を担 当す ることになった。

テーマ 「死」 は 「生 きる」 こと、を考 えるために、難病の心疾患 と闘いなが ら、最後 ま

で希望 を失わず、大好 きなクラス メー トと大好 きな学校で過 ごす ことを望み、その時間を

一生懸命生 き、クラスメー トにはもちろんのこと、周囲の者にも多 くのことを与 え亡 くな

っていった、同年代の小学6年 生たか し君の ドキュメンタリーを、教材 として用いた。1

日2時 間、2日 間で計4時 間の担当す る。
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皿.方 法

1。 醗16学 年3ク ラス、合計99名 である。

2.覇 醗1日 目:

1)Death-Education実 施前 に、これまでの授業や学習 を振 り返 り、印象 に残 った学習

内容や感想 をレポー ト提出す る。

2)教 材 「天国のたか し君、奇跡 をあ りが とう」の ビデオ鑑賞。

3)ビ デオを見 て思ったことや考えたこと、感想 をレポ._._ト提出す る。

2日 目:

4)各 クラス毎 に 「天国のたか し君、奇跡 をあ りが とう」の ビデオを見て思ったことや

考えたこと、感想、命 ・死 ・生 について レポー トに記載す るとともに、学 んだこと、

思 うことをディスカ ッシ ョンする。

5)デ ィスカ ッシ ョンの導入は、 クラス担任の協力 を得て、話 し合いの きっかけ ・導入

として以下に述べ る3つ のテーマ をもとに、各クラスで話 し合いの機会 を持 った。ビ

デオで見たように、生 きるために病気 と闘い頑張 って生 きていた、皆 さん達 と同 じ6

年生のたか し君が、亡 くなった。(1)た か し君の ビデオか ら学んだこと、(2)た か

し君の人生は、悔いがあったか、(3)ど うしてたか し君はあれほ どに、人の役 に立

ちたい と思ったのか、の3点 である。

3.難 襲鰻灘難ビデオ鑑賞の前後に書いたレポー トを逐語録 とした帰納的 ・記述的方法で

あ る。

4.縫 蒙購灘麹麟1先生方と打ち合わせを重ねた結果、小学生は前述した通 り道徳教育の

一環 として、先生方の協力を得 て実施 した。特 に、身近なあるいは大

切な人の死 に出会 って間 もない生徒の有無 といった個別的状況 に対

して、実施前後で個別的配慮 を依頼 した。
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IV.結 果

1.「 いのちの授業」での学び

(小学校6年 生がこれまでの学習 を通 して感 じたこと ・学んだこととして、ビデオ視

聴前 に記述 した内容)

1)命:命 の授業 をとお して多 くの生徒が、命 を一つ しかない大切 なもの と述べ て

いる。 また、命 はとて ももろ く壊れやすいもので、いのちは亡 くなるのは

す ぐだけ ど悲 しみは長 く続 く。命 は命か ら生 まれその命が命 をな くす、 と表

現 している。 また命の授業で命についてた くさん学習 し、命 の重みがわかっ

たが どれ も死 につながっていると生の対極 に存在す る 「死」を理解 している。

2)死:多 くの生徒が、命 の授業 をやって きて今 まで考えたことがない 「死」につい

て考 えるようになったと、 自分の変化 を述べている。 「死 というものは生 き

物が自然 になるもの」 と、命あるもの全てに死が存在する 「死の普遍性」に

言及 している。 さらに 「こわい」 と思っていたが死が、エルマおばあ さんの

本 を読 んで、死 とは 「別の世界 に行 くこと」、その別な世界 とはきっと人の心

の中に … と、あるいはエルマおばあさんの本の中で、「体が天国へ行 く準

備 をしている ・・」 とう表現箇所があ り、心に残 ったと述べている。死 を恐

れなが らも、それに対す る納得のい く説明 ・解釈 を模索 していることが推察

される。

3)生 きる:い のちの授業 をとお して、健康 に生 きていることの幸せ をあ らためて

実感す るとともに、これまでの 「自己の生 き方」 に対す る見直 しの気

持 ちが述べ られている。例 えば生 きることはいのちをもらうこと、い

のちは私 を産んで くれた親が居て こそ存在するもの と、親に対する感

謝の念 を再認識 している。生 きたいと頑張 っている人、にもかかわ らず

生 きられないで亡 くなってい く人のことを考えるようになって、生 き方

を考 えるようになった。

「いのちの授業」 を通 して、次のような変化 ・見直 しが生徒達 に生 じていた。

(1)障 害者観の変化 について、一番心 に残っているのは、障害を持 っている人の こと、

「かわいそう」か ら 「応援」す る心境への変化

(2)こ れまでの学習で一番心 に残 り感 じていることは、 こんなに苦 しんでいる人が

た くさんいる ということ

(3)小 さい子が生 きた くて、そのために頑張っていて も、死んで しまうという悲 しい

現実があること

(4)生 きた くて も生 きられない病気の子 ども達 を通 して、当た り前が当た り前 でない

ことを再認識 していること
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(5)あ た り前 という認識か ら、幸せな自己の発見 ・感謝の気持 ちへ と変化 したこと

(6)「 命」「死」「生 きる」ことを学んで きた生徒は、殺 人や自殺 についても自分の考

えをしっか り持 ち、表現 している。

(7)生 きた くども生 きることがで きない人がいるのだか ら、 マイナスのことばか ら

言わないでほ しい。 もっといろいろな人をみてほ しい。そ して例 え皆 にい じめ ら

れて も、 自ら命 を絶 ってはいけない と教 えたい。

(8)一 つ しかない大切 ないのちを奪 う行為、殺人はどんなことがあって もしてはいけ

ない。

(9)生 きた くて も生 きられない人が頑張 っているのに、健康 な人が 自ら命 を絶つ こと

は、生 きられない人に対 して失礼である。

(10)世 界 に目を向けると、貧 しさのために学校 に行けず、自分が生 きのびるために、

あるいは家族 を助けるために、労働力 としての生活 を余儀 な くされている同年代

の子 どもの存在(海 外)に 、驚 く。

4)今 まで考えることがなかったテーマ

生徒 は、この 「いの ちの授業」 までは、苦 しんでいる子の立場になって考 えてみるこ

とがで きなかった し、ベタータイムでの学習は、今 まで考えてい ない ことについて考え

させるものであった、 と述べている。また、いのちの学習 を通 して、生 きた くても生 き

られない人の ことを考 えるようになってか ら、いつ死が訪れるか分か らないので 「精0

杯生 きよう」 とい う考 えに変 わった、 と述べ ている。 さらにこの学習 を通 して、命 だけ

でなく 「生 と死」 「絆」「い じめ」な ど、様々な事の考 えを持つ ようになった と述べ てい

る。

5)レ ポー トの 中で生徒 が引用等 で使 用 していた教材

(1)レ オ ・バ ス カー リア作 、み らい なな訳 、葉 っ ぱの フ レデ ィ、童 話屋 、1998

(2)す ず らんの会編 、電池 が切 れる まで 、角 川書 店 、2003

(3)ム ー ビー(ビ デ オ)・ 素平君 ・司君

・たか し君

(4)大 塚敦 子 、 さ よな らエ ルマお ば あ さん、小 学館 、2000

(5)佐 野 洋子 、1∞ 万 回生 きたね こ、講i談社 、1998

(6)佐 藤律 子編 、種 をま く子供 た ち、 ポ プラ社 、2001

6)こ どもか ら出された疑問

(1)なぜ、 自殺の前 に相談 しないのか

(2)なぜ、同 じ人間が殺 し合 わなければならないのか
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(3)「命」 は 「命」か ら生 まれ、その 「命」が 「命」 を亡 くす

(4)なぜ、神は平等でないのか

2.ビ デオ視聴後 の記 述内容の分析結果

ビデオ視聴後、子 ども達が思 ったことや考 えたこと、感 じたことについて記述 した内容

を分析 した結果、8つ のカテゴリーが抽出された。8つ の カテゴリーおよび各サブカテゴ

リーについて以下 に記述 した。抽 出過程は表2～8に 示 した。

<カ テゴリーお よびサブカテゴリー>

1)生 き方 に感動

(1)生 き方のす ごさに圧倒

(2)自 分 より大人の生 き方

(3)自 分にはかなわない生 き方

2)見 習いたい生 き方

(1)モ デル としたい生 き方

(2)ど んな状況で も前向 きに生 きる姿勢

3)死 の理不尽 さ

(1)生 きた くても生 きられない生

(2)命 を粗末にすることへの怒 り

4)命 、生 きることへの再確認

5)悔 いのない死

6)残 された家族 ・友達の悲 しみ

7)支 えあ う人 と人

(1)友 達 との絆

(2)人 との出会いが もた らす希望 ・勇気

8)生 き方を通 しての贈 りもの

以下に、 カテゴリーの特徴 を具体的データとあわせて述べる。

カテゴリー1.生 き方に感動

このカテゴリーは、主人公の生 き方その ものに感銘 し、主人公の生 き方が自分 よ りも遙

かに大人であること、また自分が主人公の立場 ならその ような生 き方 はで きないといった

主人公の生 きる姿勢 に深 く感動 した内容が表現 されている。サブカテゴリー として、1)

生 き方のすごさに圧倒、2)自 分 よりも大人の生 き方、3)自 分 にはかなわない生 き方か

ら構成 されている。

1)生 き方のすごさに圧倒

これは、 ビデオを通 して主人公が病気 をもちなが らも自分のことで はな く他者 に目を向
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け"人 の役に立 ちたい"と 行動する姿に感銘 を受けたことを表現 している。子 ども達は、

主人公の生 きる姿勢や行動 を具体的に記述 しなが ら 「す ごい」「感動 した」 「すばらしい」

「強い」 という言葉 を用いてその感動 を表現 していた。

具体的表現

「自分か らどん どん進んで、人の役 に立 ちたい と思 ってニ ンジンを送 った りして、 とて も

えらいなあというよ り、 とて もすごいなあと思った。」

「自分の運命 に背 を向けずにその上"生 きてやる"と 考 えるのはすごい。たか し君は強 く

て優 しくて驚いた。」

「たか し君の全てに僕は感動 した。人形劇 をしてた くさんの人を喜 ばせた り、さらに折 り

紙 を一人一人にプレゼ ン トしてあげた りする姿 に感動 した。」

「やってもらってばか りなのでみんなに何 か してあげたい とその優 しい気持 ちがす ごい。」

「自分が病気なのに、 自分 よ りも他 のみんなの ことを思 うなんてす ごい。」

「自分にで きることを探 して行動 にしたことがす ごい。 自分 にで きることを一生懸命やっ

たことはすごい。希望 をあ きらめないで追い続けるたか し君 はす ごい。」

「生 きているだけで人の役 に立っているたか し君がす ごい。」

「病気でさえも周 りをちゃんと見 て、考 えられているのはす ごい。 この強さは、たか し君

自身の強さ。世界一の強 さ。」

「人でもない動物 にも自分の力 をか していた。その力がす ごい と感動 した。」

「たか し君 という子 の前向 きな生 き方が、すばらしいなあと思いました。」

「みんなにしてもらうだけじゃな くて、 自分 も何か してあげたいとい う気持ちはす ごい。」

「病気で苦 しんでいて、で も頑張って生 きようとしているところがす ごい。」

2)自 分 よりも大人の生 き方

これは、主人公の考 えや行動 に感銘する と同時に、主人公の生 き方が 自分 と比較 して大

人であること、一歩上であることを表現 している。また、この内容 には 「大人 になれない」

と語った主人公の言葉 を受けて表現 した記述 も含 まれる。

具体的表現

「夜 にも折 り紙 を作 って、みんなに配っていてたか し君は、私 より一つ上の考 え。」

「たか し君の考 えは、本当に僕 よ りも1ラ ンク上で した。なぜな ら、僕 は常 に人のことを

考 えた り、人に喜んで もらいたい ともそんなにしないのに、たか し君 はそれ をいつ も考

えていた。」

「たか し君のことをみている と命のことをわかっていて私 よ りも上の考 え、大人になって

いると思、った。」

「たか し君 は大人になれない と言 っていたけど、 もう立派な大人で した。人の役 に立 って

いたし、みんなのことをわかっていたので本 当にもう立派 な大人です。」
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「たか し君 は、自分のことを"大 人になれない"と 言っていた。で もそれは違 う。"人 の役

に立ちたい"と 常に思 っていて、その考 えが大人だか らだ。」

「自分 とたか し君 を比べた ら、たか し君はだんぜん大人に見 えました。」

「たか し君の考え方は、僕 よりも何倍 も上の考 え方だと思います。僕 も人の役 に立 ちたい

と思うときもあるけど、なかなか実現で きない し、そういう気持 ちをもてな くなること

がほとんどだか ら◎」

「やっぱ り、病気 などで命が残 り少な くなっている人は、僕 よりも2倍 も3倍 も命 や死 に

ついて考えているんだなと思いました。」

「心優 しい気持 ちをもっていて、考 えが一つ高いんだなと思いました。」

3)自 分 にはかなわない生 き方

これは、 もしも自分が主人公の立場であった らどんなことを思い、考 え、行動 しただろ

うと想像 し、自分 だった ら 「できない」「考え られない」と記述 しなが ら主人公 の生 き方へ

の感動 を表現 している。

具体的表現

「もし、 自分が病気だった ら自分の ことで精一杯で他のことなんて、ほとんど考 えないで

いるような感 じだ と思い ます。」

「人の役 に立 とう!な んて自分だった ら考 えてみ ようともしなかったと思 う。」

「私 もたか し君みたいに病気 にかかって しまって も多分、自分のことで精一杯 で支えて く

れた友達に"何 か してあげる""役 に立 ちたい"な んて考えつかない と思 う。」

「もし、自分がそ ういう病気 にかかった ら、 きっと人のことなんて考 えずに死 にた くない

とか視野がせ まい考 え方 になると思 う。」

「私がたか し君の立場であった ら、あんな生 き方で きなかったん じゃないか と思います。」

「僕 は、心臓 に重い病気があったら人の ことなど考 えず に自分 を優先 して しまう。 うつ に

なって人 と会 うことなんて思わない し、他の学校 にわざわざ、 こづかいをはたいてニ ン

ジンを送 ったのがす ごいなと思った。」

「もし、自分 だった ら本当に絶望で、生 きることがだんだん辛 くなってい くん じゃないか

なあと思い ます。」

「私が 亡・臓の重い病気 になった ら、絶対 に生 きることを忘 れて しまって希望 とかそんなの

は考えられな くなると思 う。」

「もしも、自分がたか し君だった ら、たか し君ほど生 きている命 を大事 にしていない と思

います。多分、支えられ続けているだけで、 自分か らは何 もしてあげ られない と思い ま

す。」

「もし、自分が このたか し君状態なら、病気 を治すことしか考 えていない と思い ます。」
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カテゴリー2.見 習いたい生 き方

このカテゴリーは、主人公の病気をもちなが らも人の役 に立 ちたい と他者へ向かって生

きる姿勢や行動 から自分 もたか し君をモデルとして生 きてい きたい、また、 自分 もたか し

君 と同 じように病気 になって も、あるいは事故、い じめなど、どんな状況 になって夢や希

望 を失わず に前 向きに生 きてい きたい とい う思いや意志 を表現 している。サブカテ ゴリー

として、1)モ デルとしたい生 き方、2)ど んな状況で も前 向きに生 きる姿勢で構成 され

ている。

1)モ デルとしたい生 き方

これは、主人公の病気をもちなが らも人の役 に立 ちたいと他者へ 向かって行動する姿、

友達や周囲に目を向けて生 きてい く姿 に感動 し、「自分 もたか し君の ように生 きてい きた

い」 とい う気持 ちや意志 を表現 している。

具体的表現

「私 もたか し君の ように、"人 の役 に立 ちたい"と 思ってい ます。」

「僕 もたか し君みたいに、常 にまわ りを考 えられな くても考 えよう!と いうことを考えて

行動 に表 したいです。」

「たか し君 を見習わなければとい う気持ちです。希望、 目標 をもって前向 きな生 き方で生

きていこうと思います。」

「自分のことが大変なのに周 りのみんなに対する優 しさがす ご く大 きくて見習わな くては

と思い ました。」

「私はたか し君がやった ように人の役 に立 ちたい と思 った。 どんな事で もいいから役 に立

とうと思った。」

「たか し君のように希望 を捨てずに、人 を思いやる人にな りたい。夢 を捨てないで命 を無

に しないで、人 として生 きてい きたい。」

「たか し君みたいにねば り強 く練習 したい と思いま した。そ して友達 も大切 に したいと思

いました。僕 もみんなか ら信頼 されるようにな りたい と思い ました。」

「私 もたか し君の ように生 きたい。私 もいろんな人のため にで きるこ とをや りたいです。

まず周 りから。相談 にのってあげた り、そんな小 さな優 しさでもいい。それは、 きっと

相手の心の支 えになるか ら。私は、 ささいなことで もや りたいなあと思いま した。」

「僕 もたか し君の ように、友情 という面で見習いたいと思いました。」

「ぼ くもたか し君のようにコツコッやって夢 を叶えたいです。」

2)ど んな状況でも前向きに生 きる姿勢

これは、主人公が病気 をもちなが らも最期 まで夢や希望 を見失わず に常に前向きに生 き

続けた姿勢から、今後、 自分 も主人公 のような病気、あるいは事故、い じめなど、 どのよ
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うな状況 におかれて も前向 きに生 きてい きたい とい う気持 ちや意志 を表現 している。

具体的表現

「わた しも生 きようと思 う。い じめにあって も、い じめにあわな くて も病気にかか らな く

ても病気 にかかっても精一杯、生 きようと思 う。 この先に何があろうと、事故にあお う

と、い じめにあお うと私 は精一杯生 きたい。命がつかれたと思 うまで私は生 きたい。私

も人の役 に立ちたい。そのために生 きる。」

「僕 も前向 きで、夢や希望 を諦めない人 にな りたいです。た とえ、病気 になっても諦めな

いで最後 まで"生 きよう"と い う気持 ちで生 き続けたいです。」

「私 もたか し君のようになって しまった ら、頑張 って生 きようと思 わないか もしれないけ

ど、このビデオを見て、 もしそうなった ら、たか し君の ように頑張って生 きようと思い

ました。」

「もしも、 自分が軽い病気、重い病気にかかった としたら、たか し君みた く支えられ続け

るだけ じゃなく、自分か らもしてあげることをしたいなあと思い ました。」

「病気 になって もできるんだ。 とい うこともわか りました。私 も"人 の役 に立ちたい"と

思いま した。私は、いつ まで生 きられるか全然わか らないけど、絶対命 を大事 にしてい

きます。」

「自分 も明日、 また未来に向かって生 きたい と思いたいです。た とえ、死ぬ とい う病気 に

かかって しまって も、たか し君みたいに前向 きに最後 に人の役 に立 ってみたいです。」

「病気になっても命 は簡単 にすててはいけない。生 きたい という気持 ちをもつ ことで、生

きられるんだと思い ます。」

カテゴリー3.死 の理不尽 さ

このカテゴリーは、主人公が病気 をもちなが らも"人 の役 に立ちたい"と 自分ので きる

ことを見い出し、精一杯努力 したにもかかわらず、最後 は亡 くなって しまった死の もつ不

条理 さや不公平 さを表現 している。 また一方で、社会で起 こっている命 を粗末 にす る行為

や状況への怒 りを表現 し、その人達 に主人公の生 き方 を伝 えたいとい う気持 ちを表現 して

いる。サブカテゴリーとして、1)生 きた くても生 きられない生、2)命 を粗末 にするこ

とへの怒 りで構成されている。

1)生 きた くて も生 きられない生

これは、主人公が病気 をもちなが らも"人 の役 に立 ちたい"と 他者のために行動 し、精

一杯生 き続けたにもかかわらず、最後は亡 くなって しまった死の もつ不条理 さや不公平 さ

を表現 している。

具体的表現

「あんなに考 える人間は、普通の生 き方 を している人 よりも生 きて欲 しい と思います。」
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「なんで、こんなにいい人がこんなにも早 く亡 くな らなければいけないのか不思議で した。

もっと、た くさんの生命 をもっていれば、た くさんの人 を幸せ にで きた と思い ます。」

「たか し君は、何 も悪いことしていないのに、なのにどうしてこんな事 になるんだろう。

神様 はい じわるだなと思 う。」

「もっと、いいことを してほ しかったけど死んで しまって残念だあと思い ました。」

「最後 まで、生 きようと頑張っていて も生 きられなくて、 とて も残念 だと思いました。あ

と12歳 で永眠 して僕たちと同 じ年で死ぬ人 もいるんだあと思います。 とてもかわいそ

うだと思い ました。」

「あんなに頑張っていたたか し君 に、 どうして奇跡 は起 きて くれなかったのかな と思いま

した。」

「僕 と同じ6年 生で この命を終わ らせ て しまったのか、どうしてそんな病気 にかかって し

まったのかが不思議です。 もしも病気 にかかっていなければ、今 頃世界中のみんなに元

気 を与えられたと思い ます。」

「まだまだ生 きていたかったはずなの に、たった12年 で亡 くなるなんてかわいそ うす ぎ

る。なんで病気なんて存在するのか、本当に不思議 とて もかわいそう。」

2)命 を粗末 にすることへの怒 り

これは、主人公が生 きた くて も生 きられずに亡 くなって しまった一方で、社会では自殺

や殺人など意図的に命が なくなる行為や状況に対する怒 りを表現 している。 また、その人

達 に主人公の生 き方 を知 らせたい気持 ちを表現 している。

具体的表現

「自殺 しようとしている人や、そ う思 っている人にたか し君の ことを伝 えたいです。こん

なに頑張って、こんなに力強 く生 きていた子がいたんだって知 ってもらいたい。私が も

らった ように、そんな人達に も"希 望"と"勇 気"を もらってほ しい。」

「い じめにあって自殺す る人は、生 きようと思っていないんだと思 う。い じめにあって自

殺 しようとする人は、命 を大切に していない。 もっ と命 を大切 にしてほしい。命 は大切

なんだって、自殺 した天国にいる人にそう言いたい。」

「こんなに素晴 らしい人がいるのに、自殺 した り殺人をした りす る人はおか しい。もっと、

色んな人を見て、正 しい ことをしてほ しいです。」

「この世界で、病気で苦 しんでそれで も生 きようとしているのに、自殺 とかする人 は何 、

と聞きたいです。そんなことをするなら、 もっ と命のことを考えた方が良い と思 う。」

「この世の中には、事件、事故が多いけれど、それはこの世の中に、命 について甘 く考え

ている人がいるか らだ と思 う。命 について厳 しく考 えている人が多 くなれば事件や事故

は、す ごく減る と思われる。」

「最近は、自殺な どが多いが、生 きる勇気 を与えることによって、その自殺 をする人を一

14



人で も減 らせるのではないか と僕 は思 っています。」

「人を支 え、そ して支え られる。 これが本当の人間だと思います。自殺するときや、人 を

い じめた り、人を殺す ときに、少 しで もたか し君や生 きていた くても生 きられない人の

ことを思いだ してあげてほ しい と思い ました。」

「たか し君 は、みんなに勇気づけて、そ して自分 も勇気づけ られて、 どん どん成長 してい

ったのだか ら、世界中で もし、い じめや自殺 をしたい と思 っている人や リス トカ ットと

かで、今自分で生 きるって思 っている人に、そ ういうことをする と自分に傷が残 り、後

悔するだけと言いたいです。せっか くお父 さんやお母さんが頑張って、産んで くれたの

だか ら最後 まで、感謝 しなくてはいけないんだか ら、生 きるとい う気持ち、命 を大切 に

してほしいと思いました。生 きた くても生 きられない人だっているのだか ら、命 にあ り

が とうって、言ってあげなければならない。」

「自殺する人は本当にバ カだ。生 きていたい人が死んで しまうことを本当 にかわいそうだ

と思 うなら絶対 に自殺なんて しない。」

カテゴリー4.命 、生 きることの再確認

このカテゴリーは、主人公の生 き方を通 して、あらためて命 や生 きることの大切 さを再

確認 した内容が表現 されている。

具体的表現

「生 きていて、役 に立たないことはないと思いました。」

「人の役に立 とうと思 うのではな く、生 きているだけで人の役 に立てるのだ ということを

私 はこの勉強 をして思 った。たか し君の言 うとお りだと思 う。」

「やは り、命 は大切。死 をまつだけじゃ生 きる勇気 もな くなるのではないかな。人は何か

希望や夢 などをもたな きゃいけない。生 きるこ とはす ごい ことだと実感 しました。」

「生 き続けることは、 こんなにも素晴 らしいのか。人の気持 ちは生 きることにつながるん

だ。苦 しむ。悲 しむ。 どちらも暗い感 じがするけ ど大事なのは、それをどう思ってあげ

るか なんだね。 どんな小 さいことで も一生懸命 に取 り組めば、 まわ りが動 く。その こと

をたか し君はや り遂げた。」

「人の命 は、す ごい大切 だとい うことを改めて感 じた。」

「生 きる意味、命 の大切 さを知った。生 きていて くれるのは、何 よ りも役 に立っているん

だと思った。」

「生 きる希望、夢 をたか し君は教えて くれたと思いました。生 きることは改めて大切だ・

命 は大切だ と思います。」

「命 は、重 くて尊 くて大切。だか ら、 ここに存在す ることに大 きな意味があって、高い価

値があって、深い感謝があ り、すごいこと。私はそ う思 ってい ます。私が、人生 を命 を

大切に して生 きることが誰かの役に立つのかな?と 思い ました。で も、それで人のため
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になるのな ら幸せ なこと。」

「生きるという大切 さを、改めて感 じさせて くれたような気が しました。」

カテゴリー5.悔 いの ない死

このカテゴリーは、主人公が最後 は死 を迎 えるが、その死 に対 して 「本人にとっては悔

いのない死である」、「やす らかに死 んでいった」、「やることをやったか ら死 も納得 した」、

「死ぬ とき泣かなかった」な ど死んだとい うことその ものに着 目するだけでな く、その前

の生き方を通 して、死そのものを本人 も満足 したであろうと死 を肯定的にとらえている内

容 を表現 していた。

具体的表現

「病気 は、つらかった と思 うし、治療 もつ らかった と思 うけ ど、 とて も幸せだったん じゃ

ないかな」

「生きる希望 を捨てずに、精一杯生 きた と思 うか ら悔いはなかった」

「最後 まで役 に立つことを精一杯やっていたと思 う、その人生が役 に立ったのだか ら悔い

のない人生だった」

「大人になる前 に亡 くなって しまったけ ど、 こころは大人だ と思 う」

「大人になれなかったけど十分心 に思っているしことは、大人 になれている し、最後 まで

精一杯生 きられていたし … 」

「死ぬ とき、泣かなかったと思 う、悔 いのない人生 を送っていたので、満足 して泣か なか

った と思 う」

「悔いな し人生 を歩んだ と思 う、一生の中で友達の大切 さを知 り、命の大切 さを知 った」

「死んだ しまったときは、落ち込んでいるとい うよりは、みんなに幸せを与 えて安 らかに

亡 くなっていったと思いました、みんなのため に何か をしたい とい うことが最後 にかな

ったのでは と思いました」

「自分が生 きていることがみんなに優 しくしていることだとい うことがわかって、幸せ な

気持 ちで亡 くなっていったんだと思 いました」

「たか しくんのおかあさんが、納得 したとい うのは、きっとTく んがやることやったんだ

ということで納得 したんだ と思い ました」

カテゴリー6.残 された家族 ・友達 の悲 しみ

このカテゴリーは、主人公の死 を通 してその周囲の人々の悲 しみやつ らさを表現 したも

のである。特に母親やクラスメー トが、 どの ような思いだったか に思いをはせ ている表現

である。「お母 さんの気持 ちが突 き刺 さるように悲 しい」 「お父 さん、お母 さんが 自分 を責

めているのでは」「クラスメー トもすごいシ ョック」などと記述数は少 ないが、残 された周

囲の人々への思いにも目を向け、言及 しているのが特徴であった。
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具体的表現

「たか しくんが死んだ ときは、大勢の人が悲 しかったと思、う」

「(死ぬ ときに)生 きよう、生 きようと少 しずつ動 き、そばで見ていたお母 さんの気持 ちが、

す ごく自分の心に突 き刺 さるようにとても悲 しい気持 ちが伝 わ りま した。」

「クラスメー トもTく んがな くなって しまって、 とてもシ ョックだったと思 う」

「たか しくんのお父 さんやお母 さんは自分の子 どもが病 におか されていることを知って、

自分を責めていた と思 う。誰 よ りもたか しくんを心配 した り、思 った りしていた と思 う。

そのことはお母 さんの涙 に表れていた と思、う」

「たか しくんが亡 くなって しまったときに、お母 さんが発 した言葉、そこですご く泣 きそ

うになって しまった。それほどお母 さんが悲 しい思いだったんだなと思いました」

「僕 と同 じ6年 生の時にな くなって しまった事 を、たか しくんの母が話 していた ときに、

泣 きなが ら話 していたのです ごく悲 しそ うで した」

カテゴリー7.支 えあ う人 と人

このカテゴリーは、主人公 と周囲の人々の間の関係性や関わ りか ら感 じたこと、考えた

ことを表現 した ものである。サブカテゴリー としては、クラスメー トとの関係 に注 目した

1)友 だちとの絆、 ビデオの中でのある障害を持つ少女 と主人公の出会い に注 目 した2)

人 との出会いが もた らす希望 ・勇気の2つ で構成 されている。

1)友 だち との絆

これは、友だちとの友情や友だちとの相互関係 な ど注 目している 「友達 っていいな」「た

か しくんとみんなの友情」「友達が どれだけたか しくんを思 っているか伝わってきた」 「友

達を一番 に思っているか ら、友達に も尊敬 される」 などの内容である。主人公 とクラスメ

ー トとの関係 の絆を、生 きていたときの様子か らさらに亡 くなった後 にも存在する絆 につ

いてまで も言及 し、友情や友達の意味へ と発展 している表現 も見 られたのが特徴である。

具体的表現

「クラスメー トのみんなは、信頼でつ なが っているんだ と思い ました。

みんなはたか しくんが大好 きなんだと思った し、たか しくんもみんなもきちんとつなが

っている」

「たか しくんもみんなに支えて もらっていい関係 だ と思いました」

「たか しくんとみんなは、強い絆があって支えあっているんだ ということが よく伝 わって

きた。友達 っていいなって思いました」

「あんなにがんばったたか しくんの周 りには、支 えてきて くれた家族 、友達がい ました。

友達 も家族 も、たか しくんがかけがえのない存在だったと思います」

「たか しくんが死んで しまっても、机 など残 して心の中で生 きている といって、なんか よ

17



くわからなかったけど、驚いた とい うか、心 に ぐっときました。(中略)ク ラスメー トの

人 とは会 えないか もしれないけど、たか しくんは、天国で見守 って くれている と思いま

す」

「最初たか しくんが、元気が なかったのに変われたのは、クラスメー トのみんなが必死で

たか しくん を励 ましていたか ら、だか ら、みんな とたか しくんの友情 が ものす ごいんだ

と思いました」

「死んで しまった とき、クラスのみんなが もう一度帰 って きてほ しい と言 っていて、その

言葉 をたか しくんが聞いていて くれた らいいなと思いました。みんがたか しくんを必要

としていてす ごい と思い ました」

「たくさんの人 に支えられ、学校 に行 くことがで きて生 きる希望 を持 って しあわせに毎 日

を過 ごしていたんだなと思い ました」

「友達 と練習 している ときたか しくんはす ごく輝いていました。それ見ていて、友達 って

す ごい力を持 っているんだなと感 じました」

「支えていた周 りの友達や先生 もす ごいなと思い ました。それは、当然か もしれないけど、

たか しくんの気持ちがわか り、支 えあって、たか しくんには不思議 な力みたいのがある

んだ と思いました」

2)人 との出会いが もた らす希望 ・勇気

障害を持つ少女 とたか しくんの出会いが、相互 に希望や勇気 を与えた とい う2者 の関係

に関する記述 とさらに 「人 との出会いは宝である」「支えあい、お互いのためにな りあう存

在 とい うのがすご く大切」 という人 との出会いの持つ普遍的な意味 にまで言及 していた。

具体的表現

「生 きる力 っていうのは、自分か ら出て くるものだけ ど、その もとになるのは友達や自分

がや りたいこととかからだ と思 ったので、夢 を持 ち続けて友達 とお互い励 ましあった り、

生 きる力 を分けてあげた り、 もらった りで きればいいな と思いました」

「あや さん と話 した とき、少 したか しくんの中で悩んでいることが とけたんだと思い まし

た」

「あや さんにあって、今 まで絶望 していたのに、その出会いが生 きる希望が出てきたので、

すごいなあと思い ました」

「たか しくんはあや さんに会いた くて、あや さんは、たか しくんに会いた くて、あった ら

二人 とも励 まされていい経験 を したんだと思いました」

「誰かの手 を借 りて生 きてその ことに迷惑 をかけている と思 う。その気持ちが勇気や希望、

奇跡 に変わると思 う」

「ひとりの女の人 に会って生 きる望み をもらって、たか し君の心の中で も 『生 きたい』『生

きるってすごいね』 と思えるようになって毎 日明る く生活 していた」
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「たか しくんは、がんば りす ぎて、時 に自分 を追いつめていた ところがあ りま した。それ

を、たか し君の考えを変えたのがあや さん。二人の出会いは、奇跡であ り、運命 であっ

た。たか しくん とあやさんが、お互いに話 し合 ったことでお互いの力 になった と思い ま

す」

「人は、支えあい、お互いのためにな りあう存在 というのが、す ごく大切 だと思いました」

「あやさん と出会ったことで 『夢 をあきらめなければ、叶 う』 ということを教 えてもらっ

て生 きる希望が、 また出て きました。人 との出会いは、宝で意味のあるものだ と思い ま

した」

カテゴリー8.生 き方 を通 しての贈 り物

このカテゴリーは、主人公の生 き方が、残 された者や関わった者 にどの ような意味を持

っているのか とい うことについて表現 していた ものである。特徴的なのは、「目には見えな

いけ ど心の中に生 き続けている」「みんなの心の中にいる」「形で表せないもの をもらった」

「死 して、なお皆 に希望 を与え続 けている」「たか しくんの存在がプ レゼン ト」など形には

見 えないもの として心に残 る、何か を与 えられた とい う表現 に特徴がある。

具体的表現

「みんなたか し君 に形では表せ ない ものをもらった と思います」

「最後 まで希望 を捨 てず に 『生 きる』意思 を持 っていた。それだけで周 りに勇気 を与えて

いるのに、死 してなお、みんなに勇気 を与 え続けている。そこに感動 した」

「12歳で死んで しまったけれ ど、いろんな人に与 えた優 しさ、希望は12年 間よりす ごい

もの」

「周 りの人 もたか し君 にいろんなことを教 えてもらった と思 う」

「いつまで も、希望 をな くさず に生 きたたか し君 は、今 はいません。けれ どみんなの心の

中に生 き続 けている。今 もみんなを励 まし、役 に立 ち続けている と思います」

「みんなにいろいろな 『物』ではないけれ ど、残 していって くれた。たか し君は天国で も

みんなの役 に立 っている と思 う」

「目に見える存在ではな くなった ことで、だけ どず っとみんなの心の中で生 き続けている

というのに何か学ばせて もらったような気が します」

「たか し君ががんばることでみんな も命の重みを感 じたと思 う」

「このビデオをみたひと全員 に何 かす ごい ものを与 えているん じゃないか と思いました」

「たか し君の存在が もうプレゼ ン トだと思います」

「みんなの心の中に残 るほどの人で、すごいいのちの一つだったんだなって思います。た

か し君に会 ってみたいです。みんな と同 じところに住 んでいるたか し君に会 ってみたい

です(中 略)自 分 も明 日、 また未来 に向かって生 きたって思いたいです」
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3.フ リーディスカッシ ョン

フリーディスカッシ ョンでは、スムーズな導入が図れるように次の3つ のテーマを投げ

かけ、それをもとに各 クラスで話 し合いを持 った。

1)た か し君の ビデオか ら学んだこと、2)た か し君の人生は悔いがあったか、3)ど う

してたか し君はあれほど人の役 に立ちたい と思 ったか、の3点 である。

(1)ビ デオから学んだことに関 しては、たか し君の言葉や行動 に対 して 「す ごい」、「えら

い」 といった感銘する発言が多かった。 また、 自分 ならそんなことは思いつかない、

やろうと思 っても行動 に移せ ない など、 自分 にはかなわない生 き方に感動 していた。

具体 的な表現 としては、「病気で辛 くて大変 なのに人の役 に立 ちたいってすごい」、

「生 きているだけで人に役 に立 っているなん言 えるってす ごい」、「にん じんを贈 った り、

人形劇 をした り、 自分 なら考 えもしないこ とを行動 に移すたか し君はえらい」、「誰かの

ために生 きるという気持ちで親や友達 に何か してあげて、そんな姿 を見習いたい」など

である。

(2)た か し君の人生は悔 いがあったか に関 しては、悔いがある ・ない ともに同 じくらいの

人数であった。 この話 し合いか ら見 えたことは、たか し君の生 きた12年 間 とい う人

生だけに焦点を当てた子 ども達は、たか し君 は12年 間を精一杯生 きて、夢が叶 った

か ら幸せで悔 いはなかったと考 えていた。しか し、たか し君の大人 にな りたい とい う

目標や、生 きているだけでいい といった願望 に焦点 を当てた子 ども達は、亡 くなって

しまったらもうその願いは叶 うことはないか ら悔いがあった と答 えていた。

そ して、話 し合 う中で 「精一杯生 きる」 というキーワー ドが子 ども達か ら何度 も発

せ られた。

具体的な表現 として 「たか し君 は精一杯生 きたか ら、全力 を出 し切 ったか ら幸せだ

った」「生 まれた時に幸せの量 はみんな同 じだけ ど、その後の人生 をどれだけ精一杯生

きられたかで幸せの量が決 まると思 う」 などである。

(3)ど うしてたか し君 はあれほど人の役 に立 ちたい と思 ったかに関 しては、恩返 しの気持

ちや、普通ではで きない体験 を しているか らと考 えていた。

具体的な表現 として 「みんなに迷惑 をかけて色 々やってもらっているか ら、そのお

礼 を したい」、「重い病気 にな り沢山の人に助 けられ、人にはない体験 をしているか ら

こそ、別 な方向か ら見 ることがで きる」 な どである。

45分 の授業中、意見は止 まることな く続 き、話 したい、自分の言葉で表現 したい とい う

気持ちで溢れている子 ども達の姿 を知った。 また子 ども同士が感 じたことをお互いに語 り

合い、気持 ちを共感できる心や能力 を持 っていることを実感 した。
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V.考 察

1.小 学校6年 生の ビデオ視聴後の記述 内容か らみた特徴

我 々は、以前 に小学校4年 生 を対象 に今回 と同様 の教材 を用いてDeath-Educationを 実

施 している(研究代表:岡 田洋子、平成13-15年 度科学研究補助金[基 盤研究(C)(2)],

研究報告書2004年3月)。

4年 生 を対象 に実施 した先行研究では、ビデオ視聴後のカテゴリーは、「死の不公平 さへ

の思い」「命の大切 さの再発見」「生 きることのす ごさへの感動 ・発見」「生 きる姿勢」「意

図的な命の抹殺への怒 り」が抽出されていた。

今 回の6年 生を対象 とした ビデオ視聴後の カテゴリーは、結果で述べた8カ テゴリー「生

き方に感動」「見習いたい生 き方」「死の理不尽 さ」 「命 ・生 きることへの再認識 」「悔 いの

ない死」 「残 された家族 ・友達の悲 しみ」 「支 えあ う人 と人」「生 き方を通 しての贈 り物」

が抽出された。

今回のDeath-Educationに 用いた教材は、同 じドキュメンタリー番組 「たか し君あ りが

とう」 を同様 に用いている。 しか し対象者の最 も大 きな違いは、実施方法で も述べた よう

に、小学校のカリキュラム として実施 している36時 間で構成 されている 「いのちの授業」

の一環 として4時 間の時間をとって実施 したこと、対象 を6年 生で実施 していることであ

る。そこで、先行学習内容 ・経験 も踏 まえなが ら、6年 生 という文橡 の発達段階 とあわせ

抽出されたカテゴリーから、過去 に実施 した4年 生 との比較 を含め今回のDeath-Education

の評価 とあわせ6年 生の特徴 について考察 を深めたい と考 える。

今回抽出された8カ テゴリーの中で第1カ テゴリーか ら第4カ テゴリーまでは、4年 生

のカテ ゴリーにも同様に表現 されていた内容である。 しか し、その中で も6年 生 と4年 生

の記述にどの ような質的違いがあるのかについて検討 を進めてみた。

第1カ テゴリー 「生 き方 に感動」では、6年 生 と4年 生の感動体験の表現 を比較 してみ

ると、6年 生は感動の理由や主人公の姿勢 ・行動 に具体 的に注 目し、記述 している点に特

徴があ り、現実の 自分 と比較 しなが ら 「自分がたか し君だったら」 とより自分 に引 き付 け

て、表現 されている点が特徴である。Death-Education純 粋 に主人公の生 き方に感銘 を受

けると同時に、自分が同 じ立場だった らこの ように生 きられるだろうか という形で相手の

生 き方 を見つめていた。

第2カ テゴリー 「見習いたい生 き方」では、サブカテゴリーで表われているように 「モ

デル としたい生 き方」「どんな状況で も前向 きに生 きる姿勢」の ような、自分がこれか ら先、

病気 になった ときには、主人公のような前 向きな姿勢 ・生 き方がで きる人間であ りたい と

いう思いや意思 を率直 に表現 していた点が特徴である。それは、4年 生 に比べる と自らの

強い意思 として強 く表現 されていた。 これ らは、 自分が病気や障害 を持 ったときで も、こ

のような生 き方がで きるという予期的学習 にもなっていた。
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第3カ テゴリー 「死の理不尽 さ」は、4年 生では、良いことを して も亡 くなる人がいる、

がんばって も死ぬ とい うことへの思い と同時に 「人は死ぬ」 とい う死への恐 れや悲 しい と

いう思いが混在す る形で表れていた。 しか し、6年 生では、死そのものへの恐れの表現 は

見 られず、生 きた くてがんばっても、生 きることがで きないたか し君 の姿 に 「残念」「かわ

いそう」などたか し君の死 を悼む気持 ちが強 く表現 されていたのが特徴であった。このカ

テゴリーには、 さらに生 きた くて も生 きられず亡 くなってい く子 どもを思 うと、健 康なの

に自ら命 を絶つ人がいることへの強い憤 りと命 の大切 さを表現 し、そのような人たちにも

たか し君の生 き方 を知 らせ たいという気持ちを含め表現 している。命 を粗末 にすることへ

の表現は、4年 生で も表現 されていたことではあるが、6年 生では、たか し君の生 き方や

生 きられない者 を知ることで、命 を粗末にすることを考 えるべ きとい うメ ッセージ性が強

い印象 を受けた。

第4カ テゴリー 「命 ・生 きることへの再確認」は、4年 生、6年 生 に同様 な表現 として

記述されていた ものであるが、4年生では命や生 きることの大切 さをあらためて感 じた 「発

見」であったのに対 し、6年 生は 「いのちの授業」全体 も含め、主人公の生 き方 を通 して

人間が存在することそのもの に意味があるなど、人間存在の本質 ・根源的側面 までに言及

する記述内容が増 えてお り、小学校4年 生か ら6年 生 という成長の様子が伺われた。

第5カ テゴリー 「悔いのない死」、第6カ テゴリー 「残 された家族 ・友達の悲 しみ」、第

7カ テゴリ0「 支えあ う人 と人」、第8カ テゴリー 「生 き方 を通 しての贈 り物」は、4年 生

では具体的な表現 としてみ られなかった内容である。 これらは、6年 生 とい う発達段階が

進んでいることや経験が増 えていることとあわせ、 シリーズ として生 ・死の問題 に関する

学習 を進めていることが強 く影響 していることが考 えられる。

第5カ テゴリー 「悔 いのない死」は、デ ィスカ ッションの中でも取 り上げられたことと

も関連するため、記述内容に も反映するように記述 されていたが、子 どもたちは先 に述べ

た 「理不尽な死」を感 じる一方で、生前の生 き方を通 して見 たとき、死その ものを単なる

マイナスイメージではな く、死その もの も本人 も家族 も精一杯生 きたので満足 して死んで

いったであろうという死 を、肯定的にとらえていたのが特徴 的であった。 これ らは、第8

カテゴリー 「生 き方を通 しての贈 り物」 にも関連するが、本人は、亡 くなったけれ どその

生 き方を通 して多 くの人 に残 したこと、影響 を与えたものがあった とい うことに注 目して

お り、 これらのカテゴリーは、いずれ も死が単 なる終わ り以上の ものであることを感 じ、

生 と死 の連続性 に目を向けている といえる。

第6カ テゴリー 「残 された家族 ・友だちの悲 しみ」は、主人公 を取 り巻 く人々に注 目し

ている点で第7カ テゴリーに見 られたように主人公のみに注 目するのではなく、主人公の

死が周囲の人々(両 親、クラスメ0ト)に どの ような思 いや感情 を引 き起 こしているか を

ビデオの中か ら読み取 り記述 していたのは、6年 生だけに見 られた特徴である。

以上か らビデオ視聴後の記述内容の6年 生の特徴 を4年 生 との比較で検討 した時、4年
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生では主人公 の生 き方やがんばっている姿 に注 目 し、感動 し病気 を持ちなが らも生 きるこ

と、生 とは何かに注 目 していた。6年 生では、それに加え第5カ テゴリー、第8カ テゴリ

ーに見 られるように死が単なる終わ り以上のものであることを認識 し、記述 していたのが

特徴であった。死 を見つめなが らも、生のあ り方 に注 目していることが大 きな違いであ り、

他者 との関係や残 された人の思い と本人 を取 り巻 く人にも目を向けていることが特徴 とい

える。6年 生が、他者の立場に立ちなが ら考 えや思いを発展 させてい く広が りを感 じた。

これ らは、4年 生か ら6年 生への成長 とい う影響以外 に、今回の対象 となった6年 生が

36時 間 とい う約半年 にわたって展開される 「いの ちの授業」の学習内容の影響が考え られ

る。今回、「死の理不尽 さ」への表現 はあったが、死への恐れ というものがほとん ど記述に

は見 られていなかった。これはこれまでの学習 をビデオ視聴前 に記述 をしてもらった中に

見 られた 「死 は生物 にとって自然な もの」「死 は怖 い と思 っていたがそうではない こと」「死

について考えるようになった」 など、死 についても様 々な角度か ら学習 している結果であ

ったと思われる。 このように生 ・死の問題 を考 えてい く機会 を持つ ことが、子 ども達にと

っては、相手の立場 に立つ当事者性、現実の 自分 との比較、想像力の豊か さなど経験内容

をさらに自ら深めた り、結びつけた り、広 げた りして考 え、感 じてい く機会 となっている

ことが確認 された。

第7カ テゴリー 「支えあ う人 と人」は、4年 生では、ほ とんど見 られなかった記述だが、

たか し君 とそれを取 り巻 くクラスメー トや家族 にも視点 を置 き、その関係性 に注 目してい

た点が特徴であった。つ まり、主人公 を取 り巻 く友人関係 や担任、家族 との相互の関係 に

ついて記述 し、それぞれの働 きかけや思いが他者へ も影響 を与える とい う相互性 に着眼 し

てお り、主人公の生 き方そのものにも影響 を与えていることを記 述していた。ビデオでは、

障害を持った人 との出会い も描かれていたが、人 との出会いが、お互いの気持 ちや生 き方、

姿勢に影響 をもたらす とい う普遍的な意味 まで を言及 していた。

2.知 識 と体験学習のバ ランス(同化 と調節)

今回実施 したDeath-Educationに 対 して、感想 のレポー ト記載 ・提出を願 った。同時 に

感想や思ったことを伝 えた り、自分 と異なる考 えに対 して質問 した りす るなど、フリーデ

ィスカ ッシ ョン形式 も導入 した。45分 の授業中、ス トップすることな く発言が続いた。教

材の選択等、準備段 階か ら系統立てて学習が進行 し積み重 なっていることで、自分の意見

を伝 え、また他人の考 えに耳 を傾 けて相互 に影響 しあった り、共感で きる心や能力が開花

していることを実感することがで きた。

ピァジェは、イメ0ジ ・概念 を外界か ら取 り入れ形成 してい く段階(同 化)と 、外界 に応

じて自己の行動 シェマやイメージ ・概念 を変 えてい く段階(調 節)の 均衡が とれた状態、バ

ランスの とれた状態 を適応状態 と述べている。社会環境が変わ り、情報化社会に伴い一方

的に押 し寄せて くる情報量が増す 中で、同化 と調節 のバランスを保ちなが ら物事 を認識 し
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理解 してい くことは、難 しいことである。それだけに、物事 を健全 に認知 してい くプロセ

スにおいて、重要 となる。

今回、 フリーディス カッシ ョンでは他者の意見 を聞いて … こういう理由か ら他者の

考えに納得で き 「もっとも」と思 うので、自分の意見 を変える(例 えばたか し君は悔いがあ

ったろ うか、無かったろうか)、あるいは自分 はやっぱ りこう考 えるので変更 しない、とい

ったや りとりがみ られた。

小学校6年 生は、ピアジェの認知的発達段階でい うと形式操作の段階(大 人 と同 じ)であ

る。 自らの体験が なかったとしても自分 に置 き換えて、推理 ・推測することができ、論理

的思考が可能な時期 と言われてきた。 しか し昨今の凶悪 な犯罪 をみる と、相手の立場にな

って考 えた り、 ことの結果 を予測 した りといった能力が機能 している とは思われない。社

会が近代化 し豊かになる一方で、人間は社会化する過程で大切 な 「生活体験」 ライフイベ

ンツを失 うとい うリスクを負 っていることを認識 し、それに伴 う弊害 をどの ように補って

い くか、家庭 ・学校 ・社会が一致 して取 り組んでいかなければならない課題 と言 える。

3.カ リキュラム全体 における単元 「いのちの授 業」の位置づけ ・意義

生徒は、この 「いのちの授業」 を学ぶ までは、苦 しんでいる子の立場 になって考えてみ

るなど、相手の立場 になって考えることをしてこなかった しで きなかった、と述べている。

さらにベ タータイムでの学習は、今 まで考えることが なかったテーマ、今 まで考 えていな

いことについて考 えさせ るものであった、 と述べている。

単元 「いのちの授業」として36時 間 とって取 り組んでいる学校 は、Death-Educationへ

の協力依頼 に対 してYesと いう返答がいただけなか った経緯か ら考 えて も例外であって、

多 くの学校 は未実施状況 にあると言 える。

小学校6年 生が 「命の授業」を通 して学び得ているものは、人間の生や死、いかに生 きる

か といった人間の根源 に関わるテーマ といえる。小学校入学時か ら死 を通 して 「命」 「生」

について学ぶ カリキュラムの導入が急がれるところである。

4.生 と死 について学ぶ教育 ・社会の構築

死 をタブー視 し、子 どもとの会話 を避 けてきた と言って も過言で ない 「お とな社会」、

一方
、凶悪犯罪の低年齢化 といった社会 を震撚 させ る痛 ましい事件が、繰 り返 される昨今

である。

小学校6年 生が 「命の授業」を通 して学 び得ている人間の生や死 は、いかに生 きるかと

いった人間の根源 に関わるテーマであるが、しか し今 まで考 えることがなかったテーマで

あると述べ ている。小学校6年 生 まで考 えることが なか ったとい うことに、驚 きとともに、

現代社会は、成長過程 にある子 どもに とって どのような社会 なのか、あ らためて考 えさせ

る課題 となった。
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社会の変化 によ り、成長過程 で学ぶべ き大切 なもの、特 に人間の根源 にかかわる生 ・死

の体験 といった機会が必ず しも保 障される社会ではな くなっている。かえって現代社会は、

その機会が失われつつある社会 と認識 した方が適切であろう。その ような中、依然 として

従来か らの学校 ・家庭教育が踏襲 され、その狭間に悲劇の背景があるように思われる6社

会の変化によって人間としての成長過程で不可欠な、 どの ような生活体験が失われている

のか、それ ら失われたものを学校教育においていか に学ぶ機会 を提供するか、 どの ような

学びが必要か、今回の 「いのちの授業」は、多 くの示唆 を提起 している。

V【.お わ りに

この研究 に導いて くれたのは、看護師になったばか りの まだ何 もで きなかった私を、可

愛い笑顔で励 ま し悲 しい別れ に涙 させ た、幼 くして亡 くなった子 どもたちです。時代が う

つ り変わ り、あの時代 より人間が ・命が大切 に扱 われない残念 な時代 となって しまいまし

た。

しか し、あなた達が導いて くれたこの研究を通 して、今 も大人は もちろん、同年代 の多

くの子 ども達が、命の大切さを実感 し、いかに生 きるか といった人間にとって最 も大切 な

テーマに気づ き、歩み始めています。

小児の死の概念発達 に始 まり、Death-Educationを とお して、命 の大切 さに気づ き、

お互い尊重 し合 って生 きてい くことがで きるよう … あなた達 を思い出 しなが ら取 り組

んでいきます。

最後 にな りましたが、この度はA小 学校長は じめ多 くの先生 ・生徒 さんの御協力を頂 い

て、特 に大野睦仁先生 には、お忙 しい中を打ち合わせに足 をお運び頂 き、 また 「いのちの

授業」 に加 えて頂 き、私達にとって貴重な体験 ・学 びの機会 とな りま した。心か ら御礼 申

し上げ ます。

かけがえのない命 ・人生を、一人一人がかけがえのない尊厳 を有する存在 として生 きて

い くことがで きる世の中であるために、今後の取 り組み に活か してい きたい と思 います。

あ りが とうございま した。
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表1-1単 元 「いのちの授業」

1.単 元構成 と日程

1)い のちって何だ?

○ 佐世保事件か ら、いのちの重 さ、大切 さを考 える。

○ ウェビングマ ップを使 って 「いのちって何 だ?」 を考える。

2)い のちは輝いている!

○ 「電池が切れるまで」の詩 と小児病棟のビデ オ

○ 「どんぐりの家」の ビデオ

からいのちの輝 きを考える。

3)い のちはつなが っている!

○ 「種 まく子 どもたち」「葉っぱのフレディ」「こいぬのうんち」「空の手紙 」から、いのち

のつなが りを意識 し始める。

4)い のちは尊い

○ 聴診器を使 っていのちの音 を聴 く。

03億 分の1の いのちを映像資料で理解する。

○ 妊婦体験 を通 して、いのちを生むことの重 さを理解する。

5)い のちをた どろう

○ 自分の成長記録 をたどることで、自分のいのちを見つめる。

6)い のちのゴールは 「死」?

○ 「さよならエルマおばさん」「お じいちゃんは106さ い」

か ら 「死」 について考えはじめる。

7)死 ってなんだ?

○ 「のにっき」「ダギーへ の手紙」の中で 「死」 はどう描かれているか知る。

○ 身近な 「死」 を考える。

8)「 死」は、「生 きる」 ことを考えること

○ 「100万回生 きたねこ」か ら 「死」 と 「生」が隣 り合 わせであることを理解する・

○ ホス ピス病棟 にかかわる人の話 を聞き、 よりよく生 きることの大切 さを知る・

9)い のちの授業 をまとめる

○ 卒業を間近に控 え、1年 間の学びを凝縮 したポー トフォーリオを作る。
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表1-2「 いのちの授業」単元構成 と授業時数

テ ー・マ 時数 内容

1.い の ち って何

だ?

3時 間 ① 佐世保事件か らいのちの重さ、大切 さを考 える

② ウェビングマ ップを使 って 「いのちって何 だ?」 を考 える

2.い の ち は輝 い

てい る!

5時 間 ① 「電池が切れるまで」の詩 と小児病棟 の ビデオ

② 「どん ぐりの家」 のビデオ

3.い の ち はつ な

が ってい る!

2時 間 ① 「種 ま く子供 たち」「葉っぱの フレディ」「こいぬの うんち」

② 「空への手紙」か らいのちのつなが りを意識 し始める

4.い の ちは尊 い 4時 間 ① 聴診器を使っていのちの音を聴 く

②3億 分の1の いのちを映像資料で理解する

③ 妊婦体験を通 して、いのちを生むことの重さを理解する

5.い の ち をた ど

ろ う

3時 間 ① 自分の成長記録 をた どることで、自分のいのちを見つめる

6.い の ちの ゴー

ル は 「死 」?

3時 間 ① 「さよならエルマおばあさん」 「お じいちゃんは106さ い」

か ら 「死」 について考 え始める

7.死 っ て な ん

だ?

4時 間 ① 「のにっき」「タギーへの手紙」の中で 「死」はどう描 かれ

ているか知る

① 身近 な 「死」を考 える

8.「 死 」 は、 「生

きる」 こ とを考

え るこ と

3時 間 ① 「百万回生 きたねこ」から 「死」 と 「生」が隣 り合わせで

あることを理解す る

② ホス ピス病棟 にかかわる人に話 を聞 き、 よりよく生 きる

ことの大切 さを知 る

9.い の ちの授 業

を ま とめる

4時 間 ① 卒業 を間近 に控 え、1年 間の学 びを凝縮 したポー トフォリ

を作 る
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表2カ テゴリー1:生 き方に感動

カテ ゴリー サ ブ カテ ゴ リー コ ー ド

1.生 き方 に感 1)生 き方のすごさに ・人の役に立ちたいと行動するすごさ

動 圧倒 ・自分の運命に背を向けず生きるすごさ

・優 しくて強い気持 ちへの驚 き

・希望を諦めないすごさ

・病気なのに他者を思う強さ

・生 きているだけで人の役に立っているすごさ

・苦 しくて も生 きようとするすごさ

・素晴 らしい前向 きさ

・他者のことを考え私 ・僕 より一つ上の考え

2)自 分 よりも大人の ・命の ことをわかっていて私 ・僕 より上

生き方 ・大人になれないと言っていたけど立派な大人

・人の役に立ちたいという考えが大人

・僕 より2倍3倍 も命や死 について考 えている

・心優 しくて考えが一つ高い

・自分 だった ら自分のことで精一杯

・自分なら人の役に立とうなんて考えられない

3)自 分 にはかなわな ・自分なら視野が狭くなる

い生 き方 ・自分なら自分 を優先 して しまう

・自分なら絶望する

・自分なら生 きること忘れて しまう

・自分なら病気を治すことしか考えない
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表3カ テゴリー2:見 習いたい生 き方

カテゴ リー サ ブ カテ ゴ リー コ ー ド

2.見 習 いたい生 1)モ デ ル と した い ・たか し君のように人の役 に立 ちたい

き方 生 き方 ・たか し君のように前向きに生 きたい

・たか し君のように人 を思いやる人になりたい

・たか し君の ようにねば り強 く練習 したい

・たか し君の ように友達 を大切に したい

・たか し君のようにコッコツ夢を叶えたい

・たか し君のように人に優 しくしたい

・い じめ、病気、事故 にあっても精一杯生 きる

2)ど んな状況 で も ・病気 になって も最後まで諦めない

前向きに生
・病気 になって も頑張って生 きる

きる姿勢 ・病気 になってもで きるとわかった

・病気 になっても人の役 に立ちたい

表4カ テゴリー3:死 の理不尽 さ

カテ ゴリー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

3.死 の理不尽さ 1)生 きた くて も生 ・普通の生 き方 している人 よりも生 きてほ しい

きられ ない生 ・こんなにいい人が早 く亡 くなることが不思議

・何 も悪いことしていないのに神様 はい じわる

・死んで しまって残念

・頑張 っても生 きられな くてかわいそう

・どうして奇跡は起 きなかったのだろう

・どうして病気にかかって しまったのか不思議

・どうして12歳 で亡 くなるのか不思議

2)命 を粗末 にす る ・自殺す る人にたか し君の ことを伝 えたい

ことへの怒 り ・自殺する人は命を大切にしていない

・自殺や殺人する人はおかしい

・生 きる気持 ち、命 を大切 にしてほしい

・生 きた くて も生 きられない人のことを考 えてほ しい

・自殺す る人はバカだ
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表5カ テゴリー4命 、生 きることへの再確認

カテ ゴリー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

4.命 、生 き る こ ・生 きていて役に立 たないことはない

とへの再確認 ・生 きているだけで人の役 に立てる

・やは り命は大切

・生 き続けることは素晴らしいこと

・人の気持 ちは生 きることにつながる

・あらためて人の命は大切

・あらためて生 きることは大切

・命 は重 くて尊 くて大切

表6カ テゴリー5悔 いのない死

カテゴ リ0

5.悔 い の な い

死

サ ブ カテ ゴ リー コ ー ド

・みんなの役 に立 って死んだからよかった

・皆 に幸せ を与えて安 らかに死 んでいった

・やることやったから死 も納得 した

・幸せな気持ちでなくなった

・12年 間すご く楽 しんでいった

・治療 もつ らかったが、 とて も幸せだった

・生 きる希望 を捨てずに精一杯生 きたと思 うか ら悔いはな

かった

・人の役 になったし、心で大人になった

・最後 まで役 に立つことを精一杯やった

・悔いのない人生 を歩んだ

・悔いのない人生 を送っていたので満足 して泣かなかった

と思 う
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表7カ テゴリー6:残 された家族 ・友 だちの悲 しみ

カテ ゴ リー サ ブ カテ ゴ リー コー ド

6.残 され た家 ・お母さんの気持ちが突き刺さるようにとても悲 しい

族 ・友達の悲 ・友だちも(亡 くな り)す ごいシ ョック

しみ ・両親が自分を責めているのでは

・たか しくんにお世話 になった人 も悲 しい

・死んだとき大勢の人が悲 しか った

表8カ テゴリー7:支 えあう人 と人

カテ ゴ リー サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

7.支 えあ う人 と 1)友 だちの絆 ・友達 を一番に思 っていたか ら、友達にも尊敬 される

人 ・ク ラ ス メ ー トの励 ま し

・たか しくんとみんなの友情

・支 えているともだちもすごい

・友達に必要 とされてすごい

・ともだちはいい

・皆にとって大切な存在

・クラスメー トもたか しくんを大切に している

・みんなに愛 されていたから

・皆にとっても楽 しかった

・皆の心の中で生 き続ける

・友達 はす ごい力 を持っている

・友だちは信頼で繋がっている

2)人 との出会 いが も ・クラスメー トは、心から思いや り、支えあっている

たらす希望 ・勇気 ・強い絆で支えあう

・友達、先生、家族に愛されていた

・絶望した時に出会い希望をもてた

・出会いでお互い勇気付けられた

・出会いが生 きようと希望 になった

・出会い生 きる望みをもらった

・出会いが奇跡で運命

・人との出会いは宝である

・支 えあい、お互いのためになる存在が大切
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表9カ テゴリー8:生 き方 を通 しての贈 り物

カテ ゴ リー

8.生 き方を通 しての贈 り

物

サ ブカテ ゴ リー コ ー ド

・目に見 える存在ではないが、心の中に生き続け

るもの

・みんなの心 の中にいる

・形では表せない ものをもらった

・死 しても皆に希望 を与え続ける

・ビデオを見た人に何かを与えた

・いろいろな人に与えたやさしさ

・周 りの人 も、自分 も大切 なこと教 えてられた

・生 きているだけで皆 に感謝 され、喜んだ りされ

た

・た くさんの人が感謝 し、尊敬 している

・周 りの人の人生 にも関係 ある

・みんなの命の重みを感 じた

・存在が、かけがえのない存在

・存在がプレゼ ン ト

・誰かの手を借 りて迷惑をかけたという気持 ちが

希望、奇跡に変わる
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